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プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

「ＫＡＶＣアートジャック2018」出演者・出演団体プロフィール

MASAI HIROKO「ホープ船」
プロフィール：2004年武蔵野美術大学造形学部建築学科卒業。
同年、東京コンペ ビジュアルアート部門入選、T－CREATION　アンビル大賞受賞。2005年
仙台アートアニュアル出品。
作品コメント：ノアの箱舟からか、船は希望をのせたもの、というイメージを持っていた。しか
し、トルコの海岸に横たわった幼い子の遺体が思い出されるように、今日、その船がたどり着く
先が希望の地とは限らない。これから私たちはどこにいくんだろう。そんなことを考えて、色々
な言語の「希望」をのせた船が行く当てもなく漂う様子を、ゴムボートに寝そべりながら見上げ
る作品をつくることにした。

maz「マクベス」
プロフィール：2015年に豊島勇士と黒木夏海により結成。いいむろなおき氏のもとでマイムを
学んだふたりが、演劇とマイムの関係性を捉え直すための試みを続けている（電子音楽の生伴奏
/影絵・投射映像との同期 /立体音響など）。2018年より「戯曲」にマイムの視点からアプロー
チする「シェイクスピアプロジェクト」を開始。
作品コメント：シェイクスピアの傑作悲劇「マクベス」。主人公 が魔女たちに操られるモノと化
し、がんじがらめになっていく様子をマイムの手法を使って、生身の身体で表現します。寝室の
ベッドやシーツが男が見る不思議な夢の景色となって、あるときは悪魔に、ある時は赤ん坊にと
様々に変貌し、観客にスリリングな体験をお届けします。

みっつのはなわ「ゴボーを持ちながら」
プロフィール：神戸を中心に活動する女優・津野あゆみと北村美和（いるかHotel ／和の木）、
同じく神戸出身の脚本・演出家である英衿子（ハナさくラボ）による、おばさんともお姉さんと
も言い難い３人の演劇ユニット。女性どうしのお芝居ならではの絶妙な味わいを大切に、日常と
地続きの場所でのパフォーマンスに挑戦する。
作品コメント：遊園地のショウタイムのように、時間になると約束の場所へやってくる女２人が
繰り広げるひととき。２人は何かを待っている。だけど、ただ待つだけでは飽き足らない。お芝
居はもちろん、時にはゲームのように、時には踊るように。何が見られるかはお楽しみ。ゴドー
を待つのは男２人、ならば女２人は何を待つ？片手に、ゴボーを持ちながら。
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